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宗
吉
瓦
窯
で
瓦
が
作

ら
れ
て
い
た
の
は
、
今

か
ら
約
1
3
0
0
年
も

前
の
こ
と
で
す
。
作
ら

れ
た
瓦
は
、
船
で
当
時

の
三
野
津
湾
か
ら
瀬
戸

内
海
を
通
っ
て
、
大
阪

経
由
で
奈
良
の
藤
原
京
へ
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
都
の
寺
院
の

瓦
が
、
三
野
町
吉
津
で
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
当
時
最
先
端
の
技
術
力
が
こ
の
地
域
に
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。�

　
こ
の
瓦
窯
跡
か
ら
は
、
瓦
以
外
に
も
日
常
生
活
で
使
わ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
土
器
な
ど
も
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
発
掘

さ
れ
た
瓦
の
中
に
は
、
丸
亀
市
郡
家
町
（
当
時
、
讃
岐
の
役
人

の
家
の
集
ま
り
）
の
お
寺
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
り
、
当

時
の
讃
岐
の
豪
族
た
ち
の
寺
院
な
ど
に
も
送
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。�

　
こ
こ
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
文
化
遺
産
で
す
。
こ
の
公
園
や

展
示
館
を
、
特
に
小
中
学
生
に
地
元
文
化
財
の
歴
史
を
学
ぶ
場

所
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
来
年
の
春
に
は
し
だ
れ
桜
を
植
え
る
予
定
で
す
。
県

内
に
は
し
だ
れ
桜
の
名
所
が
な
い
の
で
、
こ
こ
を
名
所
に
し
て

み
ん
な
で
憩
い
の
場
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。�

　
み
ん
な
が
集
え
る
公
園
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。�

・
い
や
だ
に
神
農
太
鼓�

・
詩
吟
の
会�

・
讃
岐
源
之
丞
保
存
会�

・
吉
津
夫
婦
獅
子
舞
（
正
本
組
）�

▲宗吉瓦窯会のガイド養成講座�

当
時
の
瓦
づ
く
り
を
再
現�

し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
展
示�

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　
☎
62
・
1
1
1
3

　
史
跡
公
園
で
は
、
オ
ー
プ
ン
後
、
電
気
窯
を
使
っ
た

ミ
ニ
瓦
な
ど
の
焼
き
物
体
験
教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

　
訪
れ
た
人
に
瓦
窯
跡

の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

説
明
や
案
内
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
し
ま
す
。
会
員
は
「
ど
の
よ
う
に
し

て
瓦
が
作
ら
れ
た
の
か
」
「
ど
う
い
っ
た

い
き
さ
つ
で
藤
原
京
へ
瓦
が
運
ば
れ
た
の

か
」
な
ど
を
、当
時
の
歴
史
的
背
景
を
ま
じ

え
て
勉
強
し
ま
し
た
。
ま
た
、公
園
整
備
事

業
記
念
講
演
会
に
も
参
加
し
、文
化
財
専
門

の
先
生
の
話
な
ど
を
聞
い
て
専
門
的
な
知

識
も
学
び
ま
し
た
。�

　
オ
ー
プ
ン
に
む
け
て

公
園
周
辺
の
草
刈
り
を

し
ま
し
た
。
公
園
全
体
の
面
積
は
1
2，

6
2
0
㎡
と
た
い
へ
ん
広
く
、
草
刈
り

だ
け
で
も
50
人
で
半
日
か
か
り
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
が
気
持
ち
よ
く
見
学
で
き
る

よ
う
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
来
年
に
は
、
し
だ
れ
桜
を
植
え

る
な
ど
、
景
観
整
備
も
予
定
し
て
い
ま
す
。� せんとくん�

平城遷都1300年祭連携�

31
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載�

＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
�
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　市内全域。�
　ただし、高瀬・三野・詫間・仁尾町の集落排水�
　事業実施区域は除きます。�

5人槽�
7人槽�
10人槽�

11～14人槽�

400,000円�
500,000円�
600,000円�
600,000円�
�

平成20年度までの補助限度額�人槽の別�

あ
な
た
の
家
は
？�

店舗併用住宅�

専用住宅�
くみ取り�

単独処理浄化槽�建て替え・増築�
・改造した場合�

新築した場合�

補助金額は、平成�
20年度と同じ�

　浄化槽を設置する費用の一部を補助しています。平成21年度からは、「水と緑の
美しいまちづくり事業」を新設し、浄化槽の補助制度を拡充しましたので、ぜひ、
ご利用ください。�
　なお、小規模店舗等併用住宅の補助金額は、平成20年度と同じです。�

　すでに設置している単独処理浄化槽を撤去し、合併処理浄化槽を設置する場合、撤去費
用として20万円を上限に補助します。撤去費用が20万円に満たない場合は、実際にかかっ
た費用の千円未満を切り捨てた額を補助します。�

　3月末に申請書を世帯主あてに送付しています。まだ手続きがお済みでない人は、
期限内に申請してください。�

　合併処理浄化槽は、毎年 1回定期的に法定検
査を受けることが義務付けられています。�
　（財）香川県浄化槽センターから送付される法
定検査受検案内の往復はがきを返信し、受検す
れば、その費用は市が全額負担します。�

平成21年2月1日 (「基準日」といいます) 現在、三豊市において(1)または(2)のいずれかに該当する人�

　(1)住民基本台帳に記録されている人�
　(2)外国人登録原票に登録されている人（※短期滞在者および不法滞在者を除く）�
�

・原則として基準日現在で給付対象者の属する世帯の世帯主が世帯員全員分を申請し、受給します。�
　※世帯主以外の世帯構成者による申請など、代理申請が可能な場合があります。�
・外国人は、原則として各個人が申請を行い、給付を受けることとなります。�
　※対象者が小さい子どもの場合は、親権者が代理で申請できます。�

給付対象者1人につき12,000円�
ただし65歳以上の人、18歳以下の人は1人につき20,000円�

平成20年度において、小学校就学前3年間に該当する子ども（平成14年4月2日～平成17年�
4月1日生まれ）で、第2子以降の子ども。�
※対象となる子どもと第1子が別居しているときは、同じ人に扶養されていることを確認する�
　ため、申請の際に、医療保険の被保険者証のコピーなどが必要です。�

1人につき36,000円�
※同居している世帯主に支給します。支給は1回払いとなります。�

対象となる子どもと同居している世帯主が申請してください。詳細は定額給付金と同じです。�

定額給付金と同じです。�
�

申
請
書
に
必
要
事
項�

を
記
入�

申
請
書
の
受
け
取
り�

申
請
書
の
審
査�

　
・
給
付
の
決
定�

・申請書（原本）�
・身分証明書のコピー�
・通帳のコピー�

・指定口座へ振込�
・口座振込済通知書�
　発送�

※口座への振り込みには�
　2～3週間程度かかる�
　場合があります。�

・申請書（原本）�
・身分証明書（コピーでも可）�
・通帳（コピーでも可）�
�

郵送申請�

窓口申請�

※申請の際には、本人確認のための身分証明書（運転免許証・住基カード・パスポート・外国人登録�
　証明書など）のコピーと、振込口座の氏名と番号確認のための通帳のコピーを添付してください。�
※運転免許証の裏面コピーは、住所変更等の記載がある人のみ必要です。�
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三豊市議会・議会広報委員会�●三豊市議会だよりの発行・編集は�

　
初
日
に
は
、
市
長
よ
り
平
成
２１

年
度
施
政
方
針
演
説
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
�

　
続
い
て
、
政
策
部
よ
り
平
成
２１

年
度
予
算
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
平
成
２０
年
度
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省

略
し
１１
議
案
全
て
可
決
し
ま
し
た
。
�

　
代
表
質
問
は
、
3
月
9
日
に
七

宝
会
・
三
豊
市
民
ク
ラ
ブ
・
日
本

共
産
党
が
行
い
、（
代
表
質
問
は
2

名
以
上
の
会
派
が
毎
年
3
月
に
行

う
）
一
般
質
問
は
１０
日
・
１１
日
の

2
日
間
に
わ
た
り
１１
名
の
議
員
が

行
い
ま
し
た
。
�

　
各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
査

は
、
付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会

で
、
総
務
常
任
委
員
会
１７
日
・
１８

日
、
建
設
経
済
常
任
委
員
会
１８
日
・

１９
日
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
１２

日
・
１３
日
・
１６
日
に
所
管
の
事
項

に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
２６
日
の
最
終
日
に
は
、
所
管
の

委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
議
案
の

審
議
結
果
に
つ
い
て
、
各
委
員
長

か
ら
全
議
案
原
案
承
認
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
が
、
議
案
第
４６
号
平

成
２１
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び
第

４９
号
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
は
、
「
反
対
」

意
見
が
あ
り
、
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
採
決
の
結
果
、
４３
議
案
全

て
委
員
長
報
告
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
�

　
議
員
の
責
務
と
政
治
倫
理
の
基

準
を
明
ら
か
に
し
、
疑
念
が
あ
る

時
は
自
ら
解
明
す
る
こ
と
や
、
議

長
の
下
に
審
議
会
の
設
置
を
定
め

た
「
三
豊
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。
�

　
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
同
意
し
ま
し
た
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
�

〔
人
権
擁
護
委
員
〕
�

和
田
　
光
博
（
山
本
町
辻
）
�

大
野
　
邦
子
（
山
本
町
河
内
）
�

馬
渕
　
康
則
（
豊
中
町
笠
田
笠
岡
）
�

小
野
　
　
子
（
豊
中
町
上
高
野
）
�

重
信
　
　
厚
（
財
田
町
財
田
上
）
�

香
川
　
徹
男
（
財
田
町
財
田
上
）
�

〔
監
査
委
員
〕
�

金
丸
　
　
勉
（
議
会
選
出
）
�

〔
農
業
委
員
〕
�

横
山
　
　
強
（
議
会
選
出
）
�

�

議
�
会
�
日
�
誌
�

全
員
協
議
会
�

�防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会
�

�議
会
運
営
委
員
会
�

全
員
協
議
会
�

三
観
衛
生
組
合
議
会
�

�議
会
運
営
委
員
会
�

�全
員
協
議
会
�

定
例
会
�

�ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
�

�三
豊
総
合
病
院
組
合
議
会
�

香
川
県
市
議
会
議
長
会
�

�議
会
広
報
委
員
会
�

日�日�日�日� 日�日�日�日�日�

■平成21年第1回三豊市議会定例会　審議結果�

議案第　3号� 介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定� 原案可決（全会一致）�

議案第　4号� 農業振興対策基金条例の制定� 原案可決（全会一致）�

議案第　5号� 組織機構改革に伴う関係条例の整備� 原案可決（全会一致）�

原案可決（全会一致）�

議案第17号� 行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の制定� 原案可決（全会一致）�

議案第18号� 宝山湖公園条例の制定� 原案可決（全会一致）�

議案第19号� 瀬戸グリーンセンター更新工事事業に伴う負担金平準化基金条例の制定� 原案可決（全会一致）�

議案第20号� 次世代育成支援行動計画策定委員会設置条例の制定� 原案可決（全会一致）�

議案第21号� 宗吉かわらの里展示館及び宗吉瓦窯跡史跡公園条例の制定� 原案可決（全会一致）�

議案第22号� 病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の一部改正� 原案可決（全会一致）�

議案第23号� 認可地縁団体印鑑条例の一部改正� 原案可決（全会一致）�

議案第24号� 職員の給与に関する条例の一部改正� 原案可決（全会一致）�

議案第25号� 個人情報保護条例の一部改正� 原案可決（全会一致）�

議案第26号� 特別会計条例の一部改正� 原案可決（全会一致）�

議案第27号� 高瀬図書館振興基金条例の一部改正� 原案可決（全会一致）�

議案第28号� 廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例の一部改正� 原案可決（全会一致）�

議案第29号� 重度心身障害者等医療費支給に関する条例の一部改正�

議案第30号� 介護保険条例の一部改正�

原案可決（全会一致）�

議案第31号� 放課後児童クラブ条例の一部改正�

原案可決（全会一致）�

議案第32号� 詫間町弓道場条例の一部改正�

原案可決（全会一致）�

議案第33号� 監査委員条例の一部改正�

原案可決（全会一致）�

議案第34号� 仁尾町特定農山村地域活動支援基金条例等の廃止�

原案可決（全会一致）�

議案第35号� 市道の路線変更�

原案可決（全会一致）�

議案第36号� 市道の路線認定�

原案可決（全会一致）�

原案可決（全会一致）�

原案可決（全会一致）�

議案第46号・49号のみ�
原案可決（賛成多数）�

原案同意（全会一致）�

原案同意（賛成多数）�

原案可決（全会一致）�

平成20年度補正予算�
一般会計・特別会計（地域農産物利用促進センター事業・国民健康保険事
業・国民健康保険診療所事業・後期高齢者医療事業・介護保険事業・介護
サービス事業・浄化槽整備推進事業・港湾整備事業・土地造成事業）・病
院事業会計�

指定管理者の指定�
（たくまシーマックス・仁尾マリーナ・高瀬町総合交流ターミナル施設・
高瀬町産地形成促進施設・西香川病院・つたじま海水浴場施設及びキャン
プ場・父母ヶ浜海水浴場施設・高瀬町朝日山資料館・詫間町紫雲出山遺跡館）�

人権擁護委員候補者の推薦�

監査委員の選任（議会選出）�

三豊市議会議員政治倫理条例の制定�

平成21年度予算�
一般会計・特別会計（地域農産物利用促進センター事業・商品券事業・国
民健康保険事業・国民健康保険診療所事業・老人保健事業・後期高齢者医
療事業・介護保険事業・介護サービス事業・集落排水事業・浄化槽整備推
進事業・港湾整備事業）・水道事業会計・病院事業会計�

議案第37号�

議案第45号�

〜
�

議案第　6号�

議案第16号�

〜
�

議案第66号�

議案第６０～６５号�

議員提出議案第1号�

議案第46号�

議案第59号�

〜
�

※議決年月日　議案第3～16号（平成21年3月3日）議案第17～66号・議員提出議案第1号（平成21年3月26日）�



代

表

質

問
�

代

表

質

問
�
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���特
別
職
の
報
酬
等
�

■問
　
世
界
同
時
不
況
は
三
豊
市
に

お
い
て
も
多
大
な
る
影
響
を
受
け
、

今
年
度
は
税
収
減
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
特
別
職
の
給
与
及
び
報
酬
、

議
員
の
政
務
調
査
費
を
見
直
す
た

め
に
報
酬
審
議
会
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
公
的
機
関
か
ら

一
度
退
職
金
を
も
ら
っ
た
人
は
、

2
度
目
か
ら
は
廃
止
も
し
く
は
率

の
見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。
�

■答
　
景
気
の
急
激
な
減
速
に
よ
り

社
会
情
勢
が
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
特
別
職
の
報
酬
及
び
議

員
の
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

報
酬
審
議
会
の
諮
問
に
つ
き
判
断

を
し
て
い
き
た
い
。
副
市
長
等
の

退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

国
の
率
の
状
況
、
本
県
市
町
総
合

事
務
組
合
の
諮
問
・
協
議
を
見
守

り
た
い
。
�

�太
陽
光
利
用
及
び
竹
林
対
策
�

■問
　
三
豊
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
で
も
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
・
促
進
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

仁
尾
太
陽
博
が
３０
年
程
前
に
開
催

さ
れ
た
。
太
陽
光
・
太
陽
熱
利
用

の
発
祥
の
地
と
し
て
、
全
国
へ
発

信
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
�

　
竹
林
対
策
は
、
企
業
誘
致
・
雇

用
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
真
剣
か

つ
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
�

■答
　
三
豊
市
は
ク
リ
ー
ン
で
無
尽

蔵
の
資
源
で
あ
る
太
陽
光
・
太
陽

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
出
国
で
あ
る
。

こ
の
二
年
間
水
面
下
で
精
力
的
に

活
動
し
て
き
た
が
、
今
後
と
も
息

の
長
い
誘
致
活
動
を
し
て
い
く
。
�

竹
林
対
策
に
つ
い
て
は
、
竹
を
粉

砕
し
て
繊
維
化
・
パ
ウ
ダ
ー
化
し
、

そ
れ
を
原
料
と
し
て
製
品
化
す
る

技
術
を
持
っ
た
民
間
企
業
に
参
画

し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
須
条
件
で

あ
る
。
農
水
省
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
の
認
定
を
受
け
る
予
定

で
あ
り
、
農
家
や
地
域
へ
の
説
明

は
適
切
な
時
期
に
開
始
す
る
。
�

�宝
山
湖
の
有
効
活
用
を
�

■問
　
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
芝
生
広
場

は
ス
ポ
ー
ツ
利
用
の
他
、
農
産
物

の
展
示
販
売
と
か
、
野
外
音
楽
祭
、

野
外
芸
術
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
活

用
し
て
は
ど
う
か
。
�

■答
　
広
い
地
域
の
有
効
活
用
は
皆

さ
ま
と
知
恵
を
絞
る
必
要
が
あ
る
。
�

�三
豊
市
振
興
対
策
基
金
�

■問
　
農
業
振
興
対
策
基
金
条
例
が

可
決
さ
れ
る
中
、
林
業
・
水
産
業

も
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。
�

■答
　
林
業
に
つ
い
て
は
、
単
独
県

費
補
助
の
治
山
事
業
・
造
林
事
業

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
活
用

し
て
対
応
し
た
い
。
水
産
業
に
つ

い
て
は
、
詫
間
・
仁
尾
の
4
つ
の

漁
業
組
合
を
中
心
に
、
本
市
担
当

者
と
漁
業
組
合
と
漁
業
者
と
の
、

現
場
で
の
議
論
と
検
討
を
踏
ま
え

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。
�

���子
供
の
無
保
険
問
題
�

■問
　
国
会
で
法
律
が
改
正
さ
れ
、

中
学
生
以
下
の
子
供
の
い
る
世
帯

に
は
、
一
律
6
カ
月
の
短
期
保
険

証
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
内
の
あ
る
小
学
校
よ
り
、
「
児

童
の
保
険
証
が
な
い
か
ら
病
院
に

掛
か
れ
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
。
」
と
の
相
談
が
支
所
に
あ

っ
た
。
子
供
の
保
険
証
の
状
況
を

常
に
把
握
で
き
る
体
制
と
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
保
険
料
滞

納
世
帯
の
対
応
に
し
て
も
職
員
が

訪
問
し
て
、
子
供
の
保
険
証
を
発

行
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
住

民
が
出
向
く
の
が
当
然
と
い
う
時

代
は
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
�

■答
　
6
カ
月
の
短
期
保
険
証
に
つ

い
て
は
、
経
過
す
る
前
に
更
新
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
継
続
に
つ
い

て
は
切
れ
る
こ
と
は
な
い
。
�

�医
療
費
一
部
負
担
金
減
免
制
度
�

■問
　
不
況
に
よ
る
事
業
の
休
廃
止

な
ど
が
続
く
中
、
病
気
に
な
っ
た

時
の
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難
な

人
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
制
度
は

法
律
に
基
づ
き
、（
旧
）
厚
生
省

通
達
と
し
て
通
知
が
出
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
多
く
の
自
治
体
で
実

施
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
昨
年
6

月
議
会
で
は
、
「
平
成
２１
年
度
か

ら
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
」
と

の
市
長
答
弁
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

要
綱
を
作
る
の
に
1
年
3
カ
月
を

掛
け
て
も
で
き
て
い
な
い
。
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

で
2
回
協
議
し
、
基
本
的
に
承
認

と
な
っ
て
い
る
。
早
急
に
こ
の
条

例
は
対
応
し
て
い
き
た
い
。
�

���■問
　
県
で
も
同
和
対
策
就
学
・
就

園
奨
励
基
金
の
交
付
事
業
は
終
了

し
て
い
る
。
個
人
給
付
制
度
に
つ

い
て
県
は
、
市
町
の
個
人
給
付
単

独
事
業
の
見
直
し
を
行
う
よ
う
助

言
し
て
き
た
。
平
成
１９
年
度
県
包

括
外
部
監
査
結
果
報
告
及
び
意
見

で
は
、
県
・
市
・
町
単
独
の
特
別

事
業
の
終
了
を
求
め
て
い
る
。
三

豊
市
新
総
合
計
画
の
実
施
計
画
の

中
で
、
上
位
法
が
な
い
に
も
係
わ

ら
ず
、
継
続
す
る
の
は
お
か
し
い
。

一
般
対
策
化
す
る
べ
き
。
�

■答
　
幼
稚
園
・
高
校
・
大
学
に
就

園
・
就
学
す
る
者
で
、
特
に
所
得

の
低
い
者
を
対
象
に
し
て
い
る
。

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
�

�高
い
保
育
料
の
見
直
し
�

■問
　
保
育
所
保
育
料
は
8
階
層
に

分
か
れ
て
い
て
、
3
歳
児
未
満
は

0
円
〜
5
万
2
千
円
、
3
歳
児
以

上
は
0
円
〜
3
万
7
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
第
5
階
層
4
万
4
千
円

が
全
体
の
２６
％
を
占
め
て
い
る
。
�

そ
れ
に
対
し
幼
稚
園
の
場
合
は
、

6
千
百
円
で
預
か
り
保
育
料
8
千

円
を
含
め
て
も
1
万
4
千
円
で
あ

る
。
幼
稚
園
の
保
育
料
の
減
免
制

度
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
高

い
保
育
所
保
育
料
に
つ
い
て
も
幼

稚
園
に
近
い
金
額
に
す
る
べ
き
。
�

■答
　
保
育
料
の
平
均
月
額
は
約
2

万
円
で
会
計
負
担
は
大
変
大
き
い
。

子
育
て
支
援
を
平
成
２１
年
度
の
最

重
要
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
保
育

料
の
あ
り
方
を
示
し
た
い
。
�

�

����■問
　
「
豊
か
さ
を
育
む
市
民
力
都

市
三
豊
」
の
実
現
へ
の
具
体
策
は
。
�

■答
　
今
の
自
治
体
は
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
事
前
事
後
の
客
観
的
評
価

を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
�

■問
　
金
融
危
機
の
中
、
早
期
実
行

を
望
む
。
時
期
等
具
体
的
説
明
を
。
�

■答
　
今
か
ら
は
、
建
物
を
建
て
る

こ
と
が
発
展
だ
と
考
え
る
よ
り
、

人
生
の
豊
か
さ
と
は
何
か
を
求
め

る
時
代
だ
と
思
う
。
ハ
ー
ド
面
よ

り
ソ
フ
ト
面
を
重
視
し
た
い
。
評

価
制
度
は
公
平
な
評
価
基
準
が
大

事
。
２１
年
7
月
を
め
ど
に
内
部
評

価
を
確
立
し
、
外
部
評
価
制
度
等

も
早
期
実
施
に
向
け
検
討
す
る
。
�

��■問
　
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
に
急
務
で
あ
る
。
消
防
団
・

自
主
防
災
組
織
強
化
の
方
策
は
。
�

■答
　
震
災
対
策
や
山
林
火
災
防
御

訓
練
等
も
行
い
消
防
団
の
育
成
強

化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
民

に
対
し
て
防
災
マ
ッ
プ
、
財
田
川
・

高
瀬
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

配
布
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
自

主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
を
図
っ

て
い
る
。
�

���■■問
　
「
人
々
が
支
え
あ
い
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で

少
子
化
対
策
は
ど
う
考
え
る
の
か
。
�

■答
　
子
育
て
問
題
に
重
点
を
置
い

て
取
り
組
み
た
い
。
保
育
所
や
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
出
産
祝

い
金
・
児
童
手
当
・
放
課
後
児
童

健
全
育
成
の
各
事
業
、
9
歳
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
な
ど
が
あ
る
。

祝
い
金
は
、
第
3
子
に
２０
万
円
・

第
4
子
に
３０
万
円
・
第
5
子
以
上

に
５０
万
円
を
支
給
す
る
。
�

��■問
　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の

方
向
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
自
然
と
共
生
し
地
球
環
境
問

題
に
も
貢
献
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
。
構
想
の
方
向
性
は
、

農
林
水
産
省
の
制
度
を
利
用
す
る

予
定
で
あ
り
、
地
域
の
多
様
な
バ

イ
オ
マ
ス
を
複
合
的
に
利
用
す
る

構
想
を
樹
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
総
合
的
な
自
然
環
境
の
利

活
用
が
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
基

本
だ
が
、
ま
ず
２２
年
度
か
ら
竹
資

源
の
利
活
用
に
取
り
掛
か
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
本
市
に
そ
の
活
用

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企
業
も
あ
り
、

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
民
間
活
力
を
導
入
し

て
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
成
し
た
い
。
�

■問
　
竹
以
外
の
分
野
の
構
想
は
。
�

■答
　
ま
ず
、
竹
資
源
に
集
中
す
る
。
�

��■問
　
時
期
も
含
め
て
今
後
の
取
り

組
み
方
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

そ
れ
に
伴
う
商
品
券
事
業
に
つ
い

て
も
説
明
を
求
め
る
。
�

■答
　
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

3
月
中
に
申
請
書
を
送
付
し
4
月

下
旬
に
給
付
を
開
始
す
る
予
定
。
�

商
品
券
に
つ
い
て
は
、
給
付
金
問

題
以
前
か
ら
三
豊
市
独
自
で
商
工

会
の
皆
さ
ん
と
鋭
意
話
し
合
い
を

進
め
て
き
た
。
給
付
金
と
の
相
乗

効
果
も
考
え
発
行
タ
イ
ミ
ン
グ
を

検
討
す
る
。
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア

は
１０
％
を
考
え
て
い
る
。
�

��■問
　
経
済
・
雇
用
情
勢
が
急
速
に

悪
化
す
る
中
、
市
内
の
企
業
・
事

業
所
の
動
向
は
把
握
し
て
い
る
か
。
�

■答
　
本
市
で
も
経
済
対
策
と
し
て
、

１２
月
に
経
済
対
策
補
正
、
2
月
臨

時
会
に
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
事
業
等
の
補
正
、
新

年
度
予
算
で
プ
レ
ミ
ア
付
市
内
限

定
商
品
券
事
業
等
を
提
案
。
今
後

国
や
県
の
各
機
関
・
民
間
経
済
団

体
と
の
情
報
交
換
等
を
積
極
的
に

行
い
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
る
。
�

��■問
　
農
業
に
活
力
を
与
え
、
元
気

を
回
復
す
る
た
め
に
創
設
し
た
農

業
振
興
基
金
3
億
円
の
使
途
は
。
�

■答
　
農
業
振
興
基
金
の
使
途
に
つ

い
て
は
、
一
点
目
に
耕
作
放
棄
地

の
解
消
、
二
点
目
に
担
い
手
・
営

農
集
団
・
青
年
後
継
者
の
支
援
、

三
点
目
に
産
学
官
、
農
商
工
連
携

の
地
域
振
興
事
業
、
四
点
目
に
ご

み
の
減
量
化
等
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
の
農
業
関
係
支
援
、
五
点

目
に
地
産
地
消
を
促
進
す
る
た
め

の
三
豊
市
農
業
振
興
公
社
の
設
立

検
討
、
ま
た
鳥
獣
害
防
止
総
合
対

策
事
業
等
に
取
り
組
み
た
い
。
�

��■問
　
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え
た
今
後
の
事
業
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
伺
う
。
�

■答
　
検
討
委
員
会
よ
り
「
三
豊
市

中
央
公
民
館
機
能
」
を
提
案
さ
れ

た
。
２１
年
度
は
議
会
総
務
常
任
委

員
会
で
協
議
し
た
う
え
で
実
施
設

計
業
務
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後

関
係
機
関
と
内
容
を
詰
め
て
い
き

た
い
。
�

��大
西
敏
典
議
員（
七
宝
会
）�

市
民
力
都
市
三
豊
の
実
現
・

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
・

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
・
農
商

工
連
携
・
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
策
定
・
定
額
給

付
金
�

�川
　
秀
男
議
員（
七
宝
会
）�

経
済
雇
用
対
策
・
農
業
問
題
・

豊
中
庁
舎
跡
地
整
備
計
画
�

�香
川
　
努
議
員（
三
豊
市
民
ク
ラ
ブ
）

特
別
職
の
報
酬
等
・
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
・
宝

山
湖
南
造
成
地
　
　
　
　

　
　
　
　
�

近
藤
賢
司
議
員（
三
豊
市
民
ク
ラ
ブ
）�

三
豊
市
振
興
対
策
基
金
�

�岩
田
秀
樹
議
員（
日
本
共
産
党
）�

雇
用
と
暮
ら
し
を
守
る
緊

急
対
策
・
社
会
保
障
・
子

育
て
保
育
・
教
育
・
行
財

政
�

�

代� 表� 質� 問�

七
　
宝
　
会
�

三
豊
市
民
ク
ラ
ブ
�

日
本
共
産
党
�

市
民
力
都
市
三
豊
の
実
現
�

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
�

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
�

ま
ち
づ
く
り
�

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
�

経
済
・
雇
用
問
題
�

定
額
給
付
金
�

農
業
問
題
�

豊
中
庁
舎
跡
地
問
題
�

代
表
質
問
の
主
な
内
容
�

　
3
月
9
日
に
各
会
派
を
代
表
し

て
、
大
西
敏
典
・
川
　
秀
男
（
七
宝

会
）、
香
川
　
努
・
近
藤
賢
司
（
三
豊

市
民
ク
ラ
ブ
）、
岩
田
秀
樹
（
日
本
共

産
党
）
の
5
名
の
議
員
が
代
表
質
問

を
行
い
ま
し
た
。�

就
学
・
就
園
奨
励
資
金
�

交
付
事
業
�
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■問
　
一
部
の
例
だ
が
、
防
災
無
線

に
１８
億
円
、
ご
み
処
理
施
設
及
び

経
費
と
し
て
３０
数
億
円
な
ど
の
計

画
は
、
最
終
責
任
者
で
あ
る
市
民

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。
自
主
自

立
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
長
は
市

民
に
求
め
て
い
る
が
、
徹
底
し
た

情
報
公
開
・
説
明
責
任
を
す
べ
き

と
思
う
が
。
�

■答
　
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
は
、

議
会
の
特
別
委
員
会
で
平
成
１８
年

か
ら
１４
回
も
議
論
し
て
き
た
。
あ

ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
を
、
費
用
対
効
果

で
吟
味
し
て
の
結
論
。
�

　
ご
み
処
理
問
題
は
、
原
案
づ
く

り
の
段
階
。
市
民
会
議
、
市
民
と

の
対
話
、
三
観
広
域
と
も
話
し
合

い
を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
に
話

し
合
い
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
�

■問
　
大
き
い
お
金
が
動
く
時
、
市

民
に
覚
悟
を
し
て
い
た
だ
く
べ
き
。

議
会
の
議
論
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

自
主
自
立
を
求
め
る
な
ら
説
明
責

任
は
必
要
。
�

■答
　
理
詰
め
で
進
む
こ
と
は
な
い
。

か
な
り
縮
小
し
進
め
て
い
る
し
、

柔
軟
に
考
え
て
よ
い
。
�

■問
　
「
老
朽
危
険
校
舎
な
の
で
、

改
築
へ
の
検
討
を
、
少
し
で
も
早

め
る
方
向
で
対
応
し
た
い
。」
と
、

6
月
定
例
会
で
は
答
弁
し
て
お
き

な
が
ら
、
8
月
２２
日
付
の
建
通
新

聞
で
は
、
比
地
小
学
校
老
朽
危
険

校
舎
へ
の
耐
震
補
強
の
委
託
発
注

が
報
じ
ら
れ
た
。
当
該
小
学
校
の

場
合
、
例
え
耐
震
補
強
後
で
あ
っ

て
も
、
改
築
事
業
の
検
討
も
可
能

と
な
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
ら
れ

て
の
、
今
回
の
計
画
な
の
か
を
尋

ね
る
。
�

■答
　
6
月
１８
日
付
文
科
省
か
ら
の

通
達
に
よ
る
と
、
今
か
ら
実
施
す

る
国
費
対
象
の
耐
震
補
強
工
事
の

場
合
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
土
地
が
、

今
後
に
お
い
て
、
新
し
い
統
合
校

の
建
設
予
定
地
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
当
該
耐
震
工
事
実
施
後
１０
年

以
内
で
あ
っ
て
も
、
旧
来
の
よ
う

に
国
費
の
返
還
を
し
な
い
で
の
取

り
壊
し
が
可
能
と
な
る
ば
か
り
か
、

今
後
新
た
に
学
校
統
合
校
舎
の
改

築
計
画
策
定
を
実
施
す
る
場
合
に

で
も
、
国
費
対
象
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
�

■問
　
地
域
内
分
権
に
は
、
基
礎
自

治
組
織
で
あ
る
自
治
会
活
動
の
拠

点
と
な
る
、
自
治
会
場
施
設
の
充

実
が
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え

る
。
自
治
会
場
建
設
の
、
市
単
独

補
助
事
業
創
設
の
考
え
を
問
う
。
�

■答
　
今
、
市
が
執
る
補
助
制
度
は
、

有
利
な
補
助
率
の
宝
く
じ
助
成
金

を
活
用
し
て
い
る
が
、
県
内
各
市

が
単
独
補
助
制
度
を
定
め
て
い
る

こ
と
も
考
慮
し
、
今
後
、
財
政
状

況
や
市
民
の
意
見
を
聞
き
、
制
度

創
設
の
検
討
を
始
め
る
。
�

■問
　
ご
み
処
理
技
術
検
討
委
員
会

な
ど
の
議
論
で
、
ど
ん
な
処
理
施

設
を
選
択
し
て
も
焼
却
施
設
は
皆

無
と
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
閉

鎖
後
の
焼
却
施
設
の
広
域
共
同
利

用
の
考
え
を
問
う
。
�

■答
　
近
隣
焼
却
施
設
の
稼
動
率
は
、

い
ず
れ
も
5
割
に
満
た
ず
、
広
域

共
同
処
理
の
必
要
性
を
認
識
し
て

い
る
。
東
南
海
・
南
海
大
地
震
発

生
時
の
災
害
ご
み
の
処
理
対
応
を

想
定
し
た
、
他
市
と
の
支
援
協
定

か
ら
先
ず
検
討
を
進
め
る
。
�

■問
　
三
豊
市
の
自
然
を
代
表
す
る

財
田
川
水
系
に
あ
る
出
水
を
水
源

と
す
る
長
渕
川
が
、
高
速
道
路
の

建
設
以
降
に
、
路
面
排
水
流
入
増

加
・
ご
み
の
不
法
投
棄
・
川
岸
の

管
理
道
の
荒
廃
等
に
よ
り
自
然
災

害
の
被
害
も
出
て
い
る
。
自
然
環

境
保
全
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
お

り
、
周
辺
住
民
の
護
岸
・
管
理
道

等
の
早
期
改
修
な
ど
の
整
備
要
望

が
出
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
対
策
は
。
�

■答
　
旧
豊
中
町
時
に
町
管
理
の
準

用
河
川
と
し
て
認
定
さ
れ
、
水
道

水
の
重
要
な
水
源
地
で
あ
り
、
三

豊
市
と
し
て
関
係
の
深
い
長
渕
川

の
ご
み
不
法
投
棄
に
よ
る
汚
染
・

ヘ
ド
ロ
の
堆
積
等
で
、
硝
酸
性
窒

素
等
の
濃
度
が
高
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
地
下
水
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
る
。
自
然
を
取
り
戻
す
た
め

に
も
、
平
成
２１
年
度
の
第
1
四
半

期
を
目
途
に
、
全
体
的
な
調
査
設

計
を
実
施
し
、
ご
み
問
題
な
ど
も

含
め
て
環
境
に
配
慮
し
、
地
元
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
工
事
は
段
階

的
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
整
備

を
進
め
る
。
�

■問
　
市
長
は
施
政
方
針
で
、
地
域

内
分
権
の
取
り
組
み
は
、
ま
ち
の

品
格
を
育
て
る
と
述
べ
て
い
る
が
、

市
長
・
教
育
長
は
、
ま
ち
の
品
格

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
見
返
り
を
求
め
な
い
貢
献
と
、

感
謝
と
敬
意
を
持
ち
合
わ
す
こ
と

に
よ
り
、
品
格
の
あ
る
地
域
に
近

づ
い
て
い
け
る
。
�

■答
　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
願

い
し
ま
す
。
」
美
し
い
言
葉
か
ら

美
し
い
心
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
が

自
然
に
で
き
る
子
供
・
大
人
が
い

っ
ぱ
い
育
つ
こ
と
が
、
市
の
品
格

に
つ
な
が
る
。
�

■問
　
市
内
に
は
二
つ
の
有
人
離
島

が
あ
る
が
、
人
口
減
少
・
高
齢
化

が
進
み
老
人
は
特
に
夜
間
の
急
病

等
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
。
遊
休

施
設
を
利
用
し
て
、
高
齢
者
専
用

賃
貸
住
宅
等
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。
�

■答
　
遊
休
施
設
を
簡
単
に
改
造
し

て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
的
な
住
宅
に

し
、
お
年
寄
り
が
集
ま
っ
て
集
団

で
生
活
し
て
い
た
だ
く
の
も
、
一

つ
の
方
法
で
あ
る
。
�

�����■問
　
妊
婦
へ
の
健
康
支
援
の
見
直

し
を
し
て
は
ど
う
か
。
�

■答
　
市
で
は
、
妊
婦
の
母
体
・
胎

児
の
健
康
を
図
る
上
で
、
健
康
管

理
の
充
実
や
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
安
全
安
心
な
妊
娠
・
出

産
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。
�

■問
　
市
の
出
生
力
の
向
上
に
伴
う

結
婚
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。
�

■答
　
本
市
も
、
県
等
に
事
業
の
実

施
を
働
き
掛
け
る
と
と
も
に
、
市

内
で
の
出
会
い
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
を
調
査
し
、
こ
れ
に

協
力
す
る
等
の
施
策
を
考
え
る
。
�

■問
　
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
の
改

善
お
よ
び
見
直
し
を
し
て
は
。
�

■答
　
県
内
の
市
で
は
、
本
市
の
9

歳
ま
で
が
最
高
で
あ
り
、
現
行
の

制
度
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
�

■問
　
保
育
所
・
幼
稚
園
の
保
育
料

を
無
料
化
に
し
て
は
ど
う
か
。
�

■答
　
保
育
所
保
育
料
の
見
直
し
を

含
め
、
幼
稚
園
の
新
た
な
減
免
措

置
に
つ
い
て
も
検
討
の
必
要
が
あ

る
。
議
員
の
思
い
は
十
分
伝
わ
る

が
、
具
体
的
な
話
は
議
会
と
議
論

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
�

�����■問
　
建
設
経
済
部
の
高
瀬
へ
の
移

転
時
期
は
い
つ
頃
の
予
定
か
。
�

■答
　
移
転
先
と
し
て
、
高
瀬
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
考
え
て
い

る
が
、
補
助
金
等
の
適
化
法
を
ク

リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
、
8
月
に

工
事
着
手
し
、
来
年
3
月
末
完
成

予
定
。
移
転
は
そ
れ
以
降
に
な
る
。

■問
　
豊
中
庁
舎
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
整
備
で

は
な
く
、
市
民
福
祉
の
た
め
総
合

的
に
検
討
し
て
い
る
の
か
を
伺
う
。
�

■答
　
答
申
で
は
、
豊
中
改
善
セ
ン

タ
ー
の
機
能
増
強
に
よ
る
多
目
的

活
用
と
し
て
、
三
豊
市
中
央
公
民

館
的
機
能
、
誰
も
が
気
楽
に
制
限

な
く
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
利
用
で
き

る
施
設
、
子
育
て
支
援
機
能
、
教

育
文
化
・
福
祉
分
野
の
利
用
、
住

民
避
難
場
所
と
し
て
の
5
つ
の
方

向
性
が
出
さ
れ
て
い
る
。
平
成
２１

年
度
に
は
実
施
設
計
を
終
わ
ら
せ
、

施
設
の
整
備
時
期
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
の
過
程
を
見
な
が
ら
、
議

会
と
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
�

※
他
に
、
産
直
市
設
置
に
つ
い
て

質
問
。
�

�����■問
　
市
民
の
観
光
資
源
の
共
有
と

地
域
間
で
の
観
光
交
流
が
原
点
。

広
域
的
な
観
光
体
制
の
充
実
、
特

色
あ
る
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化
な
ど
、

多
面
的
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
の
観
光
振
興
策
を
伺
う
。
�

■答
　
旧
7
町
の
文
化
財
や
風
景
の

す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
を
、
点
か
ら

線
に
線
か
ら
面
に
し
て
い
く
の
が

三
豊
市
観
光
の
第
一
歩
。
胸
を
張

っ
て
一
泊
二
日
の
コ
ー
ス
を
具
体

的
に
示
し
た
い
。
ま
た
、
4
月
の

三
豊
市
観
光
協
会
発
足
に
よ
り
観

光
振
興
の
拠
点
と
し
て
多
様
な
観

光
資
源
を
育
て
る
。
�

■問
　
三
豊
市
公
民
館
の
新
た
な
役

割
に
よ
る
、
地
域
内
分
権
の
担
い

手
と
な
る
の
か
。
�

■答
　
２０
年
度
に
旧
7
町
全
て
に
地

区
公
民
館
長
と
主
事
を
配
置
し
公

民
館
組
織
の
充
実
を
図
っ
た
。
体

育
協
会
・
文
化
財
保
護
協
会
・
文

化
協
会
な
ど
の
円
滑
な
活
動
支
援

と
し
て
、
社
会
教
育
団
体
連
絡
協

議
会
を
２１
年
度
に
設
立
、
事
務
局

を
設
置
す
る
。
�

�����■問
　
三
豊
市
で
は
広
報
紙
に
て
、

市
職
員
の
給
与
状
況
を
掲
載
し
て

い
る
が
、
分
か
り
に
く
い
。
人
件

費
の
状
況
を
も
っ
と
分
か
り
や
す

く
表
現
・
公
表
で
き
な
い
か
。
�

ま
た
、
三
豊
市
内
の
民
間
企
業
の

平
均
給
与
も
併
記
、
掲
載
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
�

■答
　
広
報
紙
で
は
見
開
き
2
ペ
ー

ジ
を
利
用
し
て
掲
載
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
。
さ

ら
に
分
か
り
や
す
く
公
表
す
べ
く
、

他
の
市
町
の
公
表
状
況
・
内
容
等

を
比
較
し
て
、
表
現
方
法
等
も
改

良
を
検
討
し
改
善
に
努
め
る
。
�

「
職
員
の
給
与
は
、
生
計
費
並
び

に
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
の

職
員
並
び
に
民
間
事
業
の
従
事
者

の
給
与
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮

し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
地
方
公
務
員
法
に
規
定

さ
れ
て
お
り
、
香
川
県
人
事
院
勧

告
に
準
拠
し
た
給
与
等
の
運
用
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

三
豊
市
内
企
業
の
平
均
給
与
の
提

示
は
、
現
在
考
え
て
い
な
い
。
�

市 政 に 対 す る 一 般 質 問�

人
口
増
に
向
け
て
の
子
育
て
�

支
援
事
業
に
つ
い
て
�

建
替
必
要
の
老
朽
危
険
校
舎
へ
�

耐
震
補
強
を
し
て
ど
う
す
る
�

自
治
会
場
建
設
費
の
単
独
補
助
�

と
焼
却
施
設
の
広
域
共
同
利
用
�

長
渕
川
の
�

整
備
計
画
に
つ
い
て
�

ま
ち
の
品
格
に
つ
い
て
�

離
島
の
老
人
の
不
安
解
消
は
�

豊
中
庁
舎
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
�

が
答
申
。
今
後
の
対
応
は
。
�

三
豊
市
の
�

観
光
振
興
に
つ
い
て
�

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
�

市
民
が
オ
ー
ナ
ー
？�



一

般

質

問
�

委
員
会
の
動
き
�
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��　
3
月
１７
・
１８
日
開
催
の
総
務
常

任
委
員
会
に
は
、
１４
議
案
が
付
託

さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
宝
山
湖
公
園
条
例
　
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
の
方
向
性
は
。
�

■答
　
芝
生
・
施
設
管
理
を
、
専
門

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
で
十
分
行
え
る
団

体
に
と
考
え
て
い
る
が
、
公
募
を

す
る
の
で
ど
の
団
体
で
も
応
募
は

可
能
。
�

■問
　
高
瀬
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
　

指
定
管
理
者
・
改
修
の
見
通
し
は
。
�

■答
　
5
月
中
に
は
公
募
に
よ
る
事

業
者
を
選
定
し
、
6
月
定
例
会
に

指
定
管
理
者
と
工
事
費
の
補
正
を

同
時
に
計
上
し
た
い
。
概
算
費
用

は
6
千
万
円
か
ら
7
千
万
円
程
度
。
�

■問
　
一
般
会
計
予
算
関
係
部
分
　

豊
中
庁
舎
の
跡
地
整
備
の
設
計
委

託
、
防
犯
灯
に
つ
い
て
。
�

■答
　
庁
舎
跡
地
整
備
委
員
会
・
議

会
と
協
議
の
う
え
、
設
計
業
務
を

発
注
す
る
こ
と
と
な
る
。
防
犯
灯

に
つ
い
て
は
設
置
要
件
が
あ
り
、

自
治
会
長
に
は
説
明
し
、
ど
う
し

て
も
予
算
が
足
り
な
い
場
合
は
、

補
正
対
応
も
必
要
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
し
た
。
�

��　
3
月
１８
・
１９
日
開
催
の
建
設
経

済
常
任
委
員
会
に
は
、
8
議
案
が

付
託
さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
一
般
会
計
予
算
関
係
部
分
　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
大
き
く
、
思

い
切
っ
た
施
策
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
道
路
橋
梁
維

持
事
業
で
工
事
請
負
費
は
、
ど
の

よ
う
に
各
支
所
事
業
課
に
配
分
さ

れ
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
、
被
害
状
�

況
を
詳
細
に
調
査
し
、
最
も
効
果
�

の
あ
る
対
策
を
検
討
す
る
と
と
も
�

に
、
本
年
度
か
ら
国
庫
補
助
事
業
�

も
実
施
さ
れ
る
の
で
、
十
分
対
応
�

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
道
路
小
�

規
模
維
持
修
繕
工
事
は
、
道
路
延
�

長
を
基
本
に
配
分
し
、
路
線
別
の
�

維
持
修
繕
工
事
は
、
支
所
事
業
課
�

か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
地
域
性
・
�

緊
急
性
を
考
慮
し
調
整
し
て
い
る
。
�

■問
　
商
品
券
事
業
特
別
会
計
予
算

大
型
店
舗
で
の
商
品
券
の
取
り
扱

い
は
ど
う
な
る
の
か
。
�

■答
　
商
工
会
と
も
協
議
し
た
中
で
、
�

大
型
店
舗
を
含
め
た
取
り
扱
い
を
�

考
え
て
い
る
。
�

■問
　
水
道
事
業
会
計
予
算
　
水
道

料
金
の
見
直
し
を
見
込
ん
で
の
予

算
編
成
な
の
か
。
�

■答
　
平
成
２１
年
度
は
現
行
の
料
金

体
系
に
よ
る
予
算
で
あ
る
。
水
道

料
金
の
見
直
し
は
、
試
案
を
3
案

作
っ
て
お
り
、
２１
年
度
を
目
標
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
し
た
。
�

��　
3
月
１２
・
１３
・
１６
日
開
催
の
教

育
民
生
常
任
委
員
会
に
は
、
２３
議

案
が
付
託
さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
瀬
戸
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
更

新
工
事
事
業
に
伴
う
負
担
金
平
準

化
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
�

■答
　
三
豊
市
が
中
讃
広
域
に
参
加

す
る
初
年
度
の
２６
年
度
に
、
多
額

の
金
額
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
今

か
ら
積
み
立
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
金
額
は
２１
年
度
に
決

定
す
る
見
通
し
で
あ
る
。
�

■問
　
宗
吉
か
わ
ら
の
里
展
示
館
及

び
宗
吉
瓦
窯
跡
史
跡
公
園
条
例
�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
。
　
�

■答
　
5
月
１０
日
に
落
成
式
を
行
う
。

木
札
投
げ
を
行
う
ほ
か
、
郷
土
芸

能
発
表
や
、
里
中
満
智
子
氏
を
迎

え
講
演
会
を
予
定
。
�

■問
　
三
豊
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

条
例
の
一
部
改
正
　
内
容
は
。
�

■答
　
公
設
公
営
型
・
公
設
民
営
型

含
め
て
１８
カ
所
あ
る
。
保
育
料
を

月
額
3
千
円
と
す
る
。
�

■問
　
一
般
会
計
予
算
関
係
部
分
　

社
協
の
予
算
が
毎
年
減
額
さ
れ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。
�

■答
　
社
協
に
は
余
剰
金
が
あ
り
、

社
協
の
自
己
資
金
を
充
て
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
減
額
し
た
。
�

■問
　
市
内
バ
ラ
バ
ラ
の
敬
老
会
事

業
に
つ
い
て
。
�

■答
　
各
地
で
で
き
る
だ
け
お
年
寄

り
を
ご
案
内
し
て
、
敬
老
会
が
開

催
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
�

■問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
善
及
び

調
理
員
問
題
に
つ
い
て
。
�

■答
　
改
善
の
予
算
要
望
は
し
て
い

る
が
、
他
の
予
算
と
の
関
係
で
予

算
化
で
き
な
か
っ
た
。
正
規
職
員

の
中
か
ら
、
毎
年
多
く
の
退
職
者

が
出
て
困
っ
て
い
る
。
学
校
給
食

の
あ
り
方
を
早
急
に
検
討
し
た
い
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
し
た
。
�

�����■問
　
１２
月
議
会
で
「
学
校
給
食
費

値
上
げ
は
、
現
在
の
経
済
危
機
状

況
・
市
の
財
源
健
全
状
況
か
ら
、

3
年
間
は
市
が
負
担
し
て
は
ど
う

か
。」
と
の
私
の
質
問
に
、
「
法
に

基
づ
い
て
4
月
か
ら
値
上
げ
し
た

い
。
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
県
内

の
他
市
・
町
と
同
様
に
4
月
か
ら

値
上
げ
を
実
施
す
る
の
か
。
�

■答
　
値
上
げ
案
は
、
関
係
機
関
の

審
議
・
答
申
を
受
け
て
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
決
定
。
そ
の
後
に

議
員
含
め
議
会
か
ら
市
長
か
ら
も

軽
減
策
の
指
摘
を
受
け
、
協
議
の

結
果
、
緊
急
生
活
支
援
・
子
育
て

支
援
の
趣
旨
か
ら
「
直
接
に
は
保

護
者
へ
の
負
担
と
し
な
い
」
方
法

で
行
う
こ
と
に
し
た
。
�

■問
　
保
護
者
に
負
担
を
か
け
ず
に

そ
の
値
上
げ
分
は
、
市
が
面
倒
み

る
。
結
構
な
こ
と
だ
が
値
上
げ
は
、

関
係
法
規
程
の
変
更
を
要
す
る
が

行
っ
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
一
年
間
の
限
定
で
規
程
の
一

部
改
正
を
行
っ
た
。
�

※
他
に
「
ご
み
処
理
技
術
検
討
委

員
会
の
問
題
」
な
ど
3
点
質
問
。
�

�����■問
　
昨
年
１０
月
以
来
、
市
内
統
一

の
１８
品
目
の
ご
み
の
収
集
は
市
民

の
協
力
を
得
て
、
順
調
に
進
ん
で

い
る
よ
う
で
あ
る
。
�

現
在
の
山
本
町
に
あ
る
焼
却
炉
の

建
設
場
所
の
契
約
は
、
平
成
２５
年

3
月
で
契
約
満
了
に
な
る
が
、
今

後
の
ご
み
処
理
方
法
と
、
処
理
施

設
の
事
業
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
お

伺
い
す
る
。
�

■答
　
生
ご
み
の
処
理
方
法
と
し
て
、

堆
肥
化
と
バ
イ
オ
ガ
ス
化
の
二
つ

に
絞
り
込
ん
だ
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
ま
だ
最
終
的
な
結
論
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
ご
み
処
理
施

設
の
事
業
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
平
成
２１
年
度
に
ご
み
処

理
方
式
を
決
定
し
、
立
地
環
境
条

件
や
運
営
方
法
等
を
検
討
。
平
成

２２
年
度
以
降
、
実
施
計
画
書
の
作

成
や
設
計
業
務
な
ど
行
い
、
平
成

２３
年
・
２４
年
の
2
カ
年
を
か
け
て
、

土
地
造
成
等
を
含
め
た
施
設
の
建

設
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成
２５
年

度
か
ら
の
供
用
開
始
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
る
。
�

保
護
者
に
負
担
を
か
け
ず
、�

給
食
費
の
値
上
げ
は
三
豊
市
が
�

三
豊
市
生
ご
み
処
理
問
題
�

に
つ
い
て
�

会派とは�
　議会の意思は、多数決をもって決められます。議員は、考え方や主張をより効果的に市政に
反映させるため、同じような考えや意見を持つ議員でグループをつくって活動しています。こ
のグループのことを「会派」といい、議会は会派を中心に運営されています。三豊市議会では、
2人以上で会派を構成するとなっており、1人の場合は、無所属としています。現在、三豊市議
会には以下の3会派があります。�

七　宝　会（14人）� 三豊市民クラブ（10人）� 日本共産党（2人）�

無　所　属�

香　川 　　　努�

眞　鍋 　時　敏�

宝　城 　　　明�

横　山 　　　強�

近　藤 　久　志�

鴨　田 　　　偕�

眞　鍋 　昌　年�

近　藤 　賢　司�

山　本 　　　明�

金　子 　辰　男�

�

瀧　本 　文　子�

岩　田 　秀　樹�

�

�

�

�

大　平 　敏　弘�

�

�

�

城　中 　利　文�

�

詫　間 　政　司�

�

三 木　秀 樹（社会民主党）�

緑色は会長�

多　田 　　　治�

坂　口 　晃　一�

大　西 　敏　典�

金　丸 　　　勉�

為　広 　員　史�

三　宅 　静　雄�

肥　吾 　豊　志�

川　北 　善　伴�

小　林 　照　武�

大　平 　俊　和�

藤　田 　芳　広�

十　鳥 　　　彰�

川　　 　秀　男�

藤　田 　公　正�

委 員 会 の 動 き�委 員 会 の 動 き�委 員 会 の 動 き�
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今
年
度
か
ら
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利

用
す
る
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

保
育
料
を
減
額
し
て
統
一
し
ま
し
た
。
新

し
い
保
育
料
は
表
の
と
お
り
で
す
。�

　
生
ま
れ
て
か
ら
、
マ
マ
の
母
乳
や
ミ
ル
ク

で
す
く
す
く
と
大
き
く
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
。

そ
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
の
お
食
事
デ
ビ
ュ
ー
で
も

あ
る
離
乳
食
は
、
初
め
て
の
マ
マ
に
と
っ
て

は
い
ろ
い
ろ
と
疑
問
や
不
安
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？�

　
そ
ん
な
マ
マ
の
た
め
に
、
離
乳
食
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
21
年
度
は
離
乳
食
の
基
礎
を
し
っ
か

り
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
野
菜
の
下
ご
し
ら

え
（
ゆ
で
具
合
、
刻
み
方
）
、
数
種
類
の
だ

し
の
と
り
方
、
便
利
な
保
存
方
法
の
紹
介
な

ど
、
マ
マ
た
ち
に
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
え

る
内
容
で
す
。�

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児
室

（
先
着
10
人
程
度
）
も
準
備
し
て
い
ま
す
。�

�

日
程
　
5
月
15
日
（
金
）
、
9
月
2
日
（
水
）
、

　
　
　
平
成
22
年
1
月
13
日
（
水
）�

場
所
　
豊
中
町
保
健
セ
ン
タ
ー�

日
程
　
7
月
1
日
（
水
）
、
11
月
4
日
（
水
）

　
　
　
平
成
22
年
3
月
3
日
（
水
）�

場
所
　
三
野
町
保
健
セ
ン
タ
ー�

�

※
時
間
は
、
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分�

※
希
望
者
は
1
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。�

　
児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
の
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
で
、
所
得
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
ま
だ
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
認

め
印
、
振
込
み
用
通
帳
（
請
求
者
名
義
）
、

健
康
保
険
証
（
請
求
者
）
を
持
参
の
う
え
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
月

分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�� �　
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
対
策
を
強
化
す

る
た
め
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
混
合

予
防
接
種
の
定
期
接
種
対
象
が
、
第
1
期
（
生

後
12
カ
月
〜
24
カ
月
未
満
）
・
第
2
期
（
小

学
校
入
学
前
の
1
年
間
に
あ
る
子
ど
も
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
平
成
19
年
に
、
10
代
お
よ
び
20
代
を

中
心
と
し
た
年
齢
層
で
麻
し
ん
が
大
流
行
し
、

高
校
や
大
学
に
お
い
て
休
業
等
の
措
置
が
と

ら
れ
る
な
ど
大
き
な
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。�

　
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
平
成
24
年
度
ま

で
の
5
年
間
の
期
限
で
、
第
3
期
（
中
学
1

年
生
相
当
）
・
第
4
期
（
高
校
3
年
生
相
当
）

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。�

　
対
象
者
に
予
診
票
等
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

届
い
た
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
子
ど
も
の
体

調
に
合
わ
せ
て
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。�

���

　
子
ど
も
の
ム
シ
歯
を
予
防
し
、
健
康
な
歯

を
育
て
る
た
め
「
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
を

開
催
し
ま
す
。�

�

日
　
時
　
6
月
7
日
（
日
）�

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
30
分�

場
　
所
　
高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

対
象
者
　
乳
幼
児
お
よ
び
小
学
校
低
学
年
児�

内
　
容
　
歯
科
相
談
、
食
育
コ
ー
ナ
ー
、�

　
　
　
　
フ
ッ
素
塗
布
な
ど�

参
加
費
　
無
料�

������

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
お
聞
き
し
た

こ
と
を
、
今
後
の
保
育
所
運
営
の
改
善
・
向

上
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
月
1
回
の
ペ
ー
ス

で
「
保
護
者
と
市
長
・
教
育
長
と
の
対
話
集

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
の
対
話
集
会
で
出
さ
れ
た
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。�

�

○
豊
中
保
育
所
で
・
・
・�

開
所
日
に
つ
い
て�

　
保
育
所
は
基
本
的
に
、
日
曜
日
・
祝
祭
日

と
年
末
年
始
を
除
い
て
通
年
的
に
開
所
し
、

「
保
育
所
保
育
指
針
」
に
基
づ
く
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。�

　
保
育
所
の
運
営
上
、
家
庭
保
育
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
も
、

保
護
者
の
就
労
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な

い
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。�

�

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て�

　
病
児
・
病
後
児
保
育
と
は
、
保
護
者
が
勤

務
の
都
合
な
ど
で
家
庭
で
の
保
育
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
、
病
児
（
病
気
の
回
復

期
に
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
当
面
は
症
状

の
急
変
が
認
め
ら
れ
な
い
子
ど
も
）
や
、
病

後
児
（
病
気
の
回
復
期
に
あ
る
が
、
集
団
保

育
が
困
難
な
子
ど
も
）
を
専
用
施
設
等
で
一

時
的
に
お
預
か
り
す
る
制
度
で
す
。�

　
4
月
か
ら
、
「
病
後
児
保
育
」
を
三
豊
総

合
病
院
に
委
託
し
て
実
施
し
て
お
り
、
利
用

料
金
は
、
1
日
（
8
時
間
）
2，
0
0
0
円
／

半
日
（
4
時
間
）
1，
0
0
0
円
で
す
。�

　
病
児
保
育
は
、
特
に
受
入
施
設
や
専
門
ス

タ
ッ
フ
の
通
年
的
な
確
保
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま
す
。�

�

○
須
田
保
育
所
で
・
・
・�

就
学
前
の
保
・
幼
交
流
に
つ
い
て�

　
保
育
所
と
幼
稚
園
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
回

数
を
増
や
し
た
り
、
幼
・
保
の
か
か
わ
り
が
で

き
や
す
い
よ
う
に
、
園
外
活
動
な
ど
の
内
容
を
、

も
っ
と
工
夫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

　
『
広
報
み
と
よ
4
月
号
』
で
お
知
ら
せ
し

た
「
育
児
サ
ー
ク
ル 

ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
追

加
実
施
が
決
ま
り
ま
し
た
。�

活
動
日
　
第
2
水
曜
日�

時
　
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分�

場
　
所
　
三
野
町
保
健
セ
ン
タ
ー�

� ��

▲放課後児童クラブ�

生後12カ月～24カ月未満�
誕生日月�
の前月�

満2歳に�
なるまで�

1

期

�

平成15年4月2日～平成16年4月1日�
生まれ�

4月末�
平成22年�
3月31日�
まで�

2

期

�

平成8年4月2日～平成9年4月1日�
生まれ�

3

期

�

平成3年4月2日～平成4年4月1日�
生まれ�

4

期

�

今年度対象者� 郵送時期� 接種期限�
 麻しんは感染力
の強い病気です。�
 自分が感染しないた
めだけでなく、周り
の人に感染を広げな
いためにも予防
接種は有効です。�

参加者には、�
歯ブラシ・�
風船をプレ�
ゼント！�

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
│

3
0
1
6

▼�

※新1年生は4月1日から受け入れを開始しています。�

夏休み  7月21日 ～ 7月31日�

夏休み  8月  1日 ～ 8月31日�

冬休み12月25日 ～ 1月  7日�

春休み  3月25日 ～ 3月31日�

春休み  4月  1日 ～ 4月  5日�

�

3 , 0 0 0円�1 カ 月 �

1 , 0 0 0円�

3 , 0 0 0円�

1 , 0 0 0円�

1 , 0 0 0円�

1 , 0 0 0円�

期 　 　 間 �
保 育 料 �

（１人当たり）�

年間を通して入会する場合�
（年度途中の入会または�
  退会を含みます）�

学校休業日期間中に�
限り入会する場合�



第35回紫雲出山桜まつり�第35回紫雲出山桜まつり�

　三豊市社会教�
育団体連絡協議�
会の事務所開所�
式が豊中町公民�
館で行われまし�
た。同団体は、�
三豊市体育協会�
・文化協会・文�
化財保護協会の�
3団体が協力し�

て活動するために設立されました。�

たくまシーマックス入館者300万人突破!
　たくまシーマ�
ックスの入館者�
が300万人目と�
なる、藤田藤義�
さん（83歳）へ�
詫間健康づくり�
財団の中田滋理�
事長から花束と�
記念品が手渡さ�
れました。平成11年4月2日オープン以来�
10年での達成となりました。�

【男子団体】�
　優勝　詫間中学校　 準優勝　高瀬中学校�
【女子団体】�
　優勝　詫間中学校Ａ　準優勝　三野津中学校Ａ�

20年後の�
自分へ宛てた手紙�

　三野町弥谷山ふれ�
あいの森で、弥谷市�
が開催されました。�
ビンゴ大会やバルー�
ンパフォーマンスな�
ど、楽しいイベント�
が盛りだくさん。ふ�
れあいパークみので�
は人形浄瑠璃の公演�
も行なわれ、大勢の�
家族連れでにぎわい�
ました。�

朝日山森林公園 桜まつり�朝日山森林公園 桜まつり�

名カメラマン誕生！�
　早寝早起き朝ごはん全国協議会が主�
催するフォトコンテストで最優秀賞を�
受賞した勝間小学校5年生の豊嶋里帆�
さんが市長を表敬訪問しました。豊嶋�
さんは「人が見てきれい、おもしろい�
と思ってもらえるような作品を撮り続�
けたい」と話してくれました。�

第１回三豊みかん・うどん健康マラソン大会�

みんなでいっしょにＡＢＣ�みんなでいっしょにＡＢＣ�

　（財）三豊市国際交流協会のちびっこ英会話教室が山本町生涯学習センターで�
行われました。山本町では、市内在住の英会話講師ジュディ・パクさんが先生�
となって、アルファベットのカードを使ったゲームをしました。参加した子ど�
もたちは、夢中になって先生といっしょに英語で遊びました。�

　第35回紫雲出山桜まつりが紫雲出山の山頂で開催され
ました。山頂の約500本のソメイヨシノは、ほぼ満開。訪
れた人は、満開の桜の下で、持参のお弁当を広げて花見
を楽しみました。�

介護予防レンジャー参上!!介護予防レンジャー参上!!

　たくまシーマックス10周年記念祭が行われました。当日は、施
設が一般に無料開放され、たくさんの参加者が気持ちよい汗を流
しました。ステージには介護予防レンジャーも参上！保健師によ
る健康相談会も行われました。�

弥谷市・人形浄瑠璃ｉｎみとよ�
いやだにいち�

　第3回三豊市長杯剣道大会（中学生の部）が詫
間町体育センターで開催されました。市内の各中
学校から参加があり、日ごろの練習の成果を十分
に発揮して熱戦が繰り広げられました。�
結果は、次のとおりです。�

第3回三豊市長杯剣道大会（中学生の部）�

3つの社会教育団体が協力して�3つの社会教育団体が協力して�

全国訪問おはなし隊がやってきた!!全国訪問おはなし隊がやってきた!!

　夢あふれるキャラバンカーにたくさんの絵本を載せて、
全国におはなしを届ける「本とあそぼう　全国訪問おは
なし隊」が仁尾町図書館にやってきました。みんな絵本
が大好き！おはなしの世界にはいりこんでいました。�

　2,000本の満開の桜が朝日山を覆いつくす中、朝日山森
林公園桜まつりが開催されました。訪れた人は、ボート
遊びや長いすべり台などで遊んだり、よさこい踊りの演
舞を見たりして、春のイベントを楽しみました。�

　第1回三豊みかん・う
どん健康マラソン大会
が宝山湖周辺で開催され、
約1,000人アマチュア
ランナーが参加しました。
成年女子の部では香川
西高陸上部の石川由利
恵さんが優勝するなど、
参加者はそれぞれの種
目で力走したあと、三
野町大見うどん同好会
の手打ちうどんに舌鼓
を打ちました。�

第24回　之丞まつり�第24回　之丞まつり�

　第24回　之丞まつりが財田町戸川ダム公園で開催され
ました。ステージショーを見ながらの野外バーベキューは、
　之丞まつりならではの楽しみ。大抽選会では、子ども
もステージにかぶりつくほどの盛り上がりを見せました。�

　上高野小学校の6年生が運動場にタ
イムカプセルを埋めました。中には、
「20年後の自分に向けて書いた手紙」
や「学校生活のＤＶＤ」などを入れま
した。タイムカプセルは20年後に掘
り出す予定です。またみんなで会える
日を楽しみに。�



J
R
詫
間
駅
�

2km
4.4km

2.4km

広報�2009年5月� 広報� 2009年5月�

た
人
も
い
た
わ
。
城
ノ
山
へ
登
っ
た
歩
君
は

ど
う
だ
っ
た
？�

　
　
僕
は
城
ノ
山
に
一
番
乗
り
を
目
指
し
て

が
ん
ば
っ
て
登
っ
た
よ
。
登
山
道
は
狭
い
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

て
い
て
安
心
し
て
登
れ
た
よ
。
汗
を
か
い
て

頂
上
に
到
着
し
た�

ら
、
僕
だ
け
の
瀬�

戸
内
海
を
独
り
占�

め
！�

　
　
私
も
登
山
コ�

ー
ス
を
行
っ
た
け�

ど
、
た
っ
た
海
抜�

2
2
2
ｍ
の
山
な�

の
に
、
島
だ
け
に�

正
味
2
2
2
ｍ
の�

登
山
に
な
る
か
ら�

へ
と
へ
と
に
な
り�

ま
し
た
。�

頂
上
か
ら
の
瀬
戸�

内
海
の
3
6
0
度
パ
ノ
ラ
マ
（
④
）
は
最
高
！

疲
れ
も
一
度
に
吹
っ
飛
ん
だ
わ
！�

　
最
後
の
お
楽
し
み
は
、
こ
こ
で
し
か
味
わ

え
な
い
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
ん
だ
ヘ
ル
シ
ー

な
「
ひ
じ
き
せ
ん
べ
い
」
と
「
と
こ
ろ
て
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
⑤
）」
。
詫
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
め
の
こ
サ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
の
皆
さ
ん
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　作
り
な
の
よ
。
ま�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
、
粟
島
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
前
で
は
、
携
帯�

　
　
梵
音
寺
で
は
島
四
国
88
ケ
所
の
お
接
待
（
旧

暦
3
月
21
日
）を
再
現
し
て
く
れ
、
地
元
の
人

の
笑
顔
に
触
れ
合
え
て
と
っ
て
も
よ
か
っ
た
わ
。�

　
　
こ
こ
か
ら
は
、
お
好
み
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
の
ウ
ォ
ー
ク
。
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
は
、�

標
高
2
2
2
m
の
城
ノ
山
へ
。
体
力
に
自
信

の
な
い
人
は
、
1
km
の
砂
浜
が
続
く
西
浜
海
岸

を
の
ん
び
り
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
　
私
は
西
浜
海
岸（
③
）コ
ー
ス
へ
行
っ
た
よ
。�

西
浜
へ
は
粟
島
港
か
ら
ま
っ
す
ぐ
歩
い
て
15
分
。�

②大楠�

粟
島
ふ
る
さ
と
劇
団
座
長
の�

　
山
北
友
好
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

　
本
文
を
参
考
に
仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
思
い
�

思
い
の
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

　
商
工
観
光
課
　
☎
62
・
1
1
2
9

三
豊
各
地
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、Ｊ
Ｒ�

詫
間
駅
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

※
Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
へ
は
、
高
瀬
仁
尾
線
、
三
野
線
、

　
詫
間
三
野
線
、
仁
尾
線
、
詫
間
線
を
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。�

※
Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
か
ら
は
、
高
瀬
仁
尾
線
、
三
野

線
、
詫
間
三
野
線
、
仁
尾
線
、
詫
間
線
で
お
帰

り
く
だ
さ
い
。�

Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、三�

豊
各
地
へ
お
帰
り
く
だ
さ
い
。�

　
荘
内
半
島
か
ら
見
る
と
目
の
前
に
広

が
る
粟
島
や
志
々
島
に
は
、
自
然
を
満

喫
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
に
あ

り
ま
す
。
宿
泊
を
兼
ね
て
お
越
し
い
た

だ
け
れ
ば
、
捕
れ
た
て
の
海
の
幸
も
味

わ
え
ま
す
。
劇
団
に
も
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
ど
こ
へ
で
も
お
伺
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
で
粟
島
に
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。�

須
田
港
か
ら
詫
間
駅
へ
帰
る
コ
ー
ス
で
す
。�

　
　
志
々
島
に
は
約
30
人
、
粟
島
に
は
約

3
3
0
人
が
住
ん
で
い
る
ん
だ
っ
て
。�

　
　
僕
は
志
々
島
に
行
く
の
は
初
め
て
な
ん
だ
。�

　
　
今
回
は
ほ
か
に
も
初
め
て
の
こ
と
が
あ

っ
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
は
、
画
像
シ
ス
テ
ム

の
実
験
。
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
た
人
に
貸
し
た

携
帯
電
話
で
写
真
を
撮
っ
て
も
ら�

う
と
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ネ
ッ
ト�

で
見
え
る
と
い
う
も
の
。
み
ん
な�

携
帯
片
手
に
出
発
!!
　�

　
　
宮
の
下
港
か
ら
5
km
の
沖
合�

に
あ
る
志
々
島
ま
で
は
約
20
分
。�

　
　
こ
の
日
は
最
高
の
天
気
だ
っ�

た
か
ら
、
瀬
戸
大
橋
も
見
え
た
わ
。�

　
　
志
々
島
に
到
着
。
こ
の
島
で�

は
「
寅
さ
ん
」
や
「
機
関
車
先
生
」
の
映
画
が
撮

影
さ
れ
た
の
は
知
っ
て
い
る
と
思
う
け
ど
、
昔

は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
島
と
言
わ
れ
て
い
て
、
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
や
き
ん
せ
ん
か
、
ス
ト
ッ
ク
な
ど

の
花
の
色
で
島
全
体
が
彩
ら
れ
て
い
た
そ
う
よ
。�

　
　
細
い
道
を
登
っ
て
利
益
院
（
①
）か
ら
見

お
ろ
す
と
、家
の
屋
根
が
込
み
合
っ
て
い
た
ね
。

昔
は
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
住
ん
で
い
た

ん
だ
ね
。�

　
　
次
に
向
か
っ
た
大
楠
（
②
）
ま
で
の
坂
道

は
結
構
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
大
楠
を
見
る
と
そ

の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
わ
。
1
2
0
0
年
も

の
間
、
こ
こ
で
志
々
島
の
す
べ
て
を
見
守
っ
て

き
た
ん
だ
っ
て
。
自
分
が
ち
っ
ぽ
け
に
思
え
た
。

み
ん
な
に
絶
対
見
に
行
っ
て
ほ
し
い
!!��

　
　
そ
う
ね
。
木
々
の
間
か
ら
見
え
る
瀬
戸
内

の
島
々
や
海
は
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
色
で
き

れ
い
で
し
た
ね
。
次
に
行
く
粟
島
で
も
、
た
く

さ
ん
の
お
楽
し
み
が
待
っ
て
い
る
わ
よ
。�

　
　
粟
島
で
は
芝
生
に
腰
か
け
て
、
み
ん
な
で

お
弁
当
。
で
も
ル
・
ポ
ー
ル
粟
島
の
カ
レ
ー
も

い
い
匂
い
。
昼
食
の
後
に
は
分
館
長
の
歓
迎
あ

で
撮
影
し
て
く
れ
た
画
像
が
流
さ
れ
て
い
て
、

自
分
た
ち
の
足
跡
を
楽
し
そ
う
に
見
て
い
ま
し

た
ね
。�

　
　
粟
島
港
（
⑥
）
で
は
須
田
港
に
向�

か
う
船
が
出
る
と
き
に
、
粟
島
の
人
た�

ち
が
集
ま
り
、
紙
テ
ー
プ
を
持
っ
て
見�

　
　
　
　
　
　
　
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
々
島
や
粟
島
は
景
色

　
　
　
　
　
　
　
も
人
も
最
高
だ
っ
た
よ
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
れ
を
惜
し
ん
で
姿
が

　
　
　
　
　
　
　
小
さ
く
な
る
ま
で
手
を
振
り

　
　
　
　
　
　
　
続
け
て
く
れ
た
心
温
ま
る
お

　
　
　
　
　
　
　
も
て
な
し
が
う
れ
し
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
で
す
ね
。
須
田
港
か
ら
詫
間

　
　
　
　
　
　
　
駅
ま
で
は
4.4�
km
。
最
後
に
も

　
　
　
　
　
　
　
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

　
　
　
　
　
　
　
の
体
力
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
を�

　
　
　
　
　
　
　
選
択
し
な
が
ら
、
秋
の
１
日�

�

を
楽
し
み
ま
し
た
。
今�

後
も
市
内
の
す
て
き
な�

所
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、�

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ぜ�

ひ
、
歩
い
て
み
て
く
だ�

さ
い
ネ
。�

�

い
さ
つ
と
粟
島
ふ
る
さ
と
劇
団
の
歓
迎
シ
ョ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。�

　
　
こ
の
劇
団
は
人
気
が
あ
っ
て
、
各
地
で
ひ

っ
ぱ
り
だ
こ
で
す
っ
て
。
男
の
人
が
女
装
し
て

歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
ユ
ー
モ
ア
満
載
だ
か
ら

楽
し
か
っ
た
ね
。�

�

「
　

寄
道
　す
る
代
（
よ
り
み
ち
　す
る
よ
）
先
生
」
と
生
徒
の
「
　
　
歩
（
あ
ゆ
む
）
君
」

「
　

美
歩（
み
ほ
）ち
ゃ
ん
」
が
、「
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
で
歩
い
た
　
　
　
　
　
　
を
毎

月
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
�

　
第
13
回
目
は
、
1
周
年
記
念
ウ
ォ
ー
ク
と
し
て
昨
年
秋
に
開
催
し
た
『
島
め
ぐ
り

粟
島
・
志
々
島
ウ
ォ
ー
ク
』
を
紹
介
し
ま
す
。
�

�　
　
粟
島
・
志
々
島
を
巡
る
コ
ー
ス
は
、
い

つ
も
参
加
希
望
者
が
多
い
で
す
ね
。
参
加
し

た
い
人
は
た
く
さ
ん
い
た
の
で
す
が
、
船
の

定
員
が
あ
り
、
1
4
0
人
で
の
出
発
で
し
た
。�

青
い
空
と
海
に
包
ま
れ
た
さ
わ
や
か
な
日
。

J
R
詫
間
駅
か
ら
宮
の
下
港
ま
で
歩
き
、
そ

こ
か
ら
志
々
島
・
粟
島
に
渡
っ
て
島
内
を
巡
り
、�

り
や
く
い
ん�

② 大楠�
① 利益院�③ 西浜海岸�

⑥ 粟島港�

④ 城ノ山�
　 頂上�
　 (絶景）�

⑤ ところてんの�
　 お接待�

宮の下港�

志々島港�

須田港�

JR詫間駅�

公民館(機関車�
先生パネル展）�

志々島の家並み（①利益院から）�

じ
ょ
う
の
や
ま�

今
月
の
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
ク
�

　
「
宗
吉
か
わ
ら
の
里
展
示
館
オ
ー
プ
ン
と
旧�

道
を
訪
ね
る
ウ
ォ
ー
ク
」
と
「
天
然
ホ
タ
ル
の�

里
山
　
財
田
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
20
ペ
ー�

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

ぼ
ん
の
ん
じ�

③西浜海岸�

備讃瀬戸と粟島港（④城ノ山から）�⑤ところてんのお接待�

⑥粟島港でお見送り�

目
の
前
に
開
け
た

海
は
碧
々
と
し
て

「
き
れ
い
!
」
と

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

感
嘆
の
声
が
…
。

ガ
イ
ド
の
案
内
で

東
風
浜
ま
で
行
き

ま
し
た
。
砂
浜
で

は
き
れ
い
な
石
や

流
木
を
拾
っ
て
い



広報�2009年5月� 広報� 2009年5月�

３５�No. 三野町学校給食センター�

さやいんげん (すじなし)……200ｇ�
さとう…………………………大さじ1.5�
しょうゆ………………………大さじ１�
すりごま………………………大さじ１�

　最近はハウス栽培などで、一年中どん
な野菜でも食べることができます。しか
し夏の野菜は体を冷やし、冬の野菜は体
を温めるといわれています。体にとって
旬のものを食べるのが一番良いのです。�
　給食センターでは地元でとれた旬の食
材を献立に積極的に取り入れ地産地消を
すすめています。自然の恵みに感謝して、�
家庭でも地元で取れた旬の食べ物を食事
に取り入れて�
いきましょう。�

『旬のものを食べる』�

6月5日（金）～7日（日）　1夜行1泊�

韓国岳～高千穂河原（宮崎・鹿児島）　約7時間�

30人程度（先着、小人含む）�
※健康管理が自己責任で行え、体力に自信のある人。�
�市内在住または市内に勤務されている人�
※当日は、三豊市体育協会レクリエーション部員が随行します。�

大人　32，000円　　小人（小学生以下）　28，000円�
※指定口座に振り込みとなります。�

三野庁舎 午後7時15分　豊中庁舎 午後7時45分�

霧島連山縦走　満開のミヤマキリシマと高原の宿�

商工観光課　☎ 62 -1129

▲
� 申し込み・問い合わせ�

生涯学習課　☎ 62 -1113

▲
� 申し込み・問い合わせ�

ＪＲ讃岐財田駅⇒轟公民館(夕食・手打ちホ�
タルうどん)⇒北地地区(ホタルポイント)⇒�
帰来川(ホタルポイント)⇒ＪＲ讃岐財田駅�

ＪＲ土讃線讃岐財田駅�

800円（夕食・保険料込み）�

5月30日（土）�

約5.6ｋｍ（約2時間50分）�

ナイトウォーク　�
天然ホタルの里山、財田�

　三豊のホタルスポットで天然ホタル�
ウォッチングを楽しみませんか？地元�
の皆さんが作った手打ちホタルうどんあり、淡い光を放
つ手作りの竹灯ろうありの情緒あふれるウォークです。�

ＪＲみの駅⇒宗吉かわらの里展示館⇒上�
戸菓子店⇒出雲大社讃岐分院⇒不動の滝�
⇒ＪＲ本山駅�

ＪＲ予讃線みの駅�

500円（保険料込み）�

5月14日（木）�

約12.6ｋｍ（約5時間）�

宗吉かわらの里展示館�
オープンと旧道を訪ねる�

ウォーク�

　歴史のロマンあふれる宗吉かわらの里展示�
館や、江戸時代に港で栄えた仁尾へ買出しに�
行く人々や物資が行きかった旧道を訪ねるコースです。�

詫間支所事業課　☎ 8 3 - 8 8 0 5

▲
� 問い合わせ�

詫間町フラワーパーク浦島�
無料�花きりばさみ�

　青い空、輝く海、緑美しい粟島をバックに白く可憐な
マーガレットが咲き誇るフラワーパーク浦島で、花摘み
を楽しみませんか？�

フラワーパーク浦島�
　　　春の花摘み花摘みイベント�

朝獲れ朝市実行委員会(仁尾支所事業課内)�
☎ 8 2 - 5 1 0 2

▲
� 問い合わせ�

仁尾町漁業協同組合�

安い!新鮮!うまい!活魚・鮮魚の大即売会�

「平成21年度三豊市中学生海外派遣研修事業」については、（財）三豊市国際交流協会までお問い合わせください！�

（財）三豊市国際交流協会（マリンウェーブ内）☎ 56 -5121（火曜日休館）http://web.sun-age.or.jp/mitoyo/index.html

韓国コース�

韓国コー
ス�

中国
コー
ス�

中国コース�

中国コース�

アメリカコース�

アメリカコース�

仁尾マリーナ�

仁尾局�

至詫間町�

至詫間町�

至三野町�

至七宝山トンネル・観音寺�

市役所仁尾庁舎�

会場会場�会場�



　65歳以上の人（第1号被保険者）の介護保険料は、相互の支え合いの中で介護保険事業を円滑に推進するため、
3年ごとに策定される介護保険事業計画に定める介護サービス等の見込量等から算出されます。�
　ただし、平成21年度分と22年度分の介護保険料については、介護報酬の改定に係る介護従事者の処遇改善対策
分について国から交付金を受けているので、減額された保険料となります。�

　本来の介護保険料は上の表のとおりです。しかし、介護報酬の改定に係る介護従事者の処遇改善対策分につ
いては、保険料の上昇を抑制するため、国から交付金が交付されます。平成21年度は上昇分に相当する額の
全額が、平成22年度は半額が交付され、これにより、介護保険料の平成21、22年度分については、軽減が図
られます。�

所得段階� 対　　象　　者�
軽減後の保険料（年額）�

平成21年度�平成22年度�
保険料の調整率� 保険料�

（年額）�

第1段階�

第2段階�

第3段階�

第4段階�

第5段階�

第6段階�

第7段階�

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額×0.89

基準額�

基準額×1.13

基準額×1.25

基準額×1.5

22,200

22,200

33,300

39,500

44,400

50,200

55,500

66,600

21,600

21,600

32,400

38,400

43,200

48,800

54,000

64,800

21,900

21,900

32,900

39,000

43,800

49,500

54,800

65,700

　基準額（年額）44,400円（平成18～20年度までと変わりません）�

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で世帯
全員が市町村民税非課税の人�

世帯全員が市町村民税非課税の人で、本人の
年金収入額と前年の合計所得金額の合計が80
万円以下の人�

世帯全員が市町村民税非課税世帯の人で、第
2段階に該当しない人�

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額
が125万円未満の人�

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が125万円以上200万円未満の人�

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が200万円以上の人�

世帯の誰かに市町村民税が課税されている
が、本人は市町村民税非課税で、本人の年金
収入額と前年の合計所得金額の合計が80万円
以下の人�

世帯の誰かに市町村民税が課税されている
が、本人は市町村民税非課税で、本人の年金
収入額と前年の合計所得金額の合計が80万円
を超える人�

介護保険料�

Ｑ1

A1

Ｑ2

A2

基準額はどのように算出しているのですか？�

おおむね次のような算式で算出されます。�

毎年、介護保険料が変わるのはなぜですか？�

三豊市で必要な介護サービスの総費用×65歳以上の人の負担割合（20％）�
三豊市の65歳以上の人の人数�

基準額�
（年額）�

問い合わせ　介護保険課　☎ 7 3 －3 0 1 7▼
�

地域包括支援センター（介護保険課内）�
☎ 7 3 －3 0 1 7

▲
� 問い合わせ�

　ビールがおいしい季節が近づいてきました。ただ、飲
みすぎると、急性アルコール中毒や肝臓障害に陥ること
があります。適量の飲酒をこころがけ、心も身体も健康
に飲酒を楽しみましょう。�

　“唾液の出る量が少なくなっているのが、50歳代の
約6割”という結果が出ています。（平成20年度歯科保健
指導モデル事業 三豊市）原因のひとつは噛む回数の減少で
す。しっかり噛むと唾液が出る量が多くなるだけでな
く、脳の活性化とがん予防、歯周病予防にむし歯予防な
どなど・・・噛めば噛むほどお得です！ 

【食べて治してハッピーライフ】�
　講座『見直してみましょう。あなたの生活習慣』�
　日　時　5月8日（金）午後2時～3時30分�
　調理実習『ヘルシーメニューでカロリーダウン』�
　日　時　5月22日（金）午前10時～正午�

　肺炎球菌予防接種費用の一部を補助しています。予防
接種を希望する人は、健康課までご連絡ください。後
日、予診票を送付します。�

　～平成20年度の報告～�
　健康課では、市内7カ所で月1回、保健師が血圧測
定・尿検査・個別相談など「健康相談」を実施していま
す。平成20年度は、延べ705人が相談に来ました。�

　こころが沈んだ状態が2週間以上続き、意欲が減退してこれまで出来ていたことが出来なくなり、日常生活に影響
する場合は、うつ病が疑われます。休養と治療が早いほど回復の効果が高く、そのためには、周囲の理解と支えが必
要ですし、早く気づいてあげることが大切です。体に何も異常が見つからない場合は、精神科や心療内科などのここ
ろの専門医に受診しましょう。�

これからも「健康相談」を�
ご利用ください�

肺炎球菌予防接種のお知らせ�

福祉課　☎7 3 －3 0 1 5

▲
� 問い合わせ�

健康課　☎7 3 －3 0 1 4

▲
� 問い合わせ�

▲
� 各教室とも事前予約が必要です。�

対　象　者� 市内に住民票があり、満75歳以上で、肺�
炎球菌予防接種を受けていない人�

接種医療機関� 三豊市・観音寺市内の医療機関�

接 種 回 数� 健康上一生に1回のみ�

自己負担金� 4 , 5 0 0 円�

“うつ病”について知ろう ～その１～�

口の中（口腔）からいきいきと！シリーズ②�

環境の変化　人間関係　昇進�
入学　結婚　出産　離別�
退職　死別　引越し　超多忙�
な生活　孤独　災害など�

脳の神経伝達物質が正常な状態に�
比べて不足した状態。「ゆっくりと�
休みたい」と悲鳴をあげて、体に�
SOSのサインを出している。�

ストレスの渦中でいる�
本人は気がつきにくい�

“みんな元気に”～飲酒～�

毎月1回“こころの健康相談”を実施しています。本人はもちろん家族からの相談も可能です。�

※酒の種類別の適量の目安�

種類�

適量�
の�
目安�

ビール� 清酒� ウイス�
キー� ワイン�焼酎�

（35度）�

500ml 180ml 60ml 70ml 200ml

中瓶1本� 1合�
ダブル�
1杯�

1合の�
1/3

グラス�
1.5杯�

【夜間糖尿病教室】�
　運動療法と血糖コントロール�
　『知っていますか？フットケアと経過観察の重要性』�
　日　時　5月14日（木）午後6時～7時30分�
　※血糖、尿糖、体脂肪の測定を希望される人は教室の
　開催時間の10分前までにお越しください。�

▲
� 申し込み・問い合わせ�

三豊総合病院　健康管理センター　☎ 5 2 －2 7 2 6�

【腎臓病教室】�
　『腎不全の進行を遅らせるために』�
　日　時　5月21日（木）午後3時30分～5時�

【うつ病は誰にも起こりうる病気です】�

三豊総合病院組合　健康管理センター� 5月の健康教室 

今年度から介護保険料が変わります�


